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最古の仮面など4件を国宝に指定

中川から有形文化財2庫

昭和初期の優れた外観の南向発電所

本棟造りの米山家住宅

文
化
審
議
会
（
島
谷
弘
幸
会
長
）
は
2
1
日
、
法

隆
寺
に
伝
わ
っ
た
日
本
最
古
の
仮
面
「
伎
楽
面
」

や
、
古
事
記
を
編
さ
ん
し
た
太
安
万
侶
の
墓
誌
な

ど
美
術
工
芸
品
4
件
を
国
宝
に
指
定
す
る
よ
う
、

文
部
科
学
相
に
答
申
し
た
。
重
要
文
化
財
に
は
琉

球
王
国
に
仕
え
た
士
族
の
家
系
図
「
琉
球
家
譜
」

な
ど
4
2
件
の
指
定
を
要
請
。
登
録
有
形
文
化
財

は
、
県
内
か
ら
は
中
川
村
に
あ
る
ヰ
部
電
力
の
水

力
発
電
所
「
南
向
発
電
所
本
学
と
、
江
戸
末
期

の
建
築
と
さ
れ
る
本
棟
造
り
の
民
家
「
米
山
家
住

宅
主
屋
」
を
選
ん
だ
。
近
く
答
申
通
り
告
示
さ

れ
、
美
術
工
芸
品
の
重
要
文
化
財
は
1
万
9
5
3

件
（
う
ち
国
宝
9
1
6
件
）
と
な
る
。

伎
楽
面
は
、
中
国
か
ら
朝
鮮
半
島
を
通
じ
て
伝

来
し
た
音
楽
劇
で
使
わ
れ
た
仮
面
。
飛
鳥
～
奈
良

時
代
に
作
ら
れ
た
木
製
と
漆
製
の
計
3
1
面
で
、
世

界
の
仮
面
文
化
史
の
中
で
も
質
量
と
も
に
極
め
て

価
値
が
高
い
と
さ
れ
た
。
能
面
な
ど
を
含
む
仮
面

の
中
で
初
の
国
宝
と
な
る
。

太
安
万
侶
の
墓
誌
は
、
1
9
7
9
年
に
奈
良
市

で
発
見
さ
れ
た
墓
か
ら
出
土
。
薄
い
鋼
板
に
名
前

や
位
階
、
居
住
地
な
ど
が
4
1
文
字
で
刻
ま
れ

た
。
古
事
記
な
ど
の
．
記
載
と
表
し
て
お
り
、
編

さ
ん
者
が
実
在
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
一
級
資
料

と
評
価
さ
れ
た
。

南
向
発
電
所
は
、
実
業
家
で
「
電
力
王
」
と
呼

ば
れ
た
福
澤
桃
介
（
1
8
6
8
～
1
9
3
8

年
、
福
澤
諭
吉
の
婿
養
子
）
が
建
設
を
手
掛

け
、
2
9
（
昭
和
4
）
年
に
完
成
し
た
。
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
ア
ー
ル
デ
コ
調
の
装
飾
や
先

端
が
ア
ー
チ
状
の
縦
長
の
大
き
な
窓
が
特
徴
。
優

れ
た
デ
ザ
イ
ン
性
や
、
天
竜
川
に
築
か
れ
た
最
初

期
の
水
力
発
電
施
設
で
あ
る
こ
と
、
住
民
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
る
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

米
山
家
住
宅
は
、
言
い
伝
え
や
建
築
様
式
な
ど

か
ら
江
戸
末
期
に
建
て
ら
れ
た
と
推
定
。
木
造
平

屋
一
部
2
階
建
て
で
、
中
南
信
地
域
に
見
ら
れ
る

本
棟
造
り
。
緩
や
か
な
傾
斜
の
屋
根
の
切
妻
造
り

や
、
地
域
特
有
の
間
取
り
、
内
部
か
ら
突
き
出
し

た
は
り
が
ひ
さ
し
の
一
部
を
享
見
て
い
る
の
が
特

徴
。
2
階
は
養
蚕
の
た
め
の
換
気
や
蚕
の
排
せ
つ

物
を
外
に
捨
て
る
「
蚕
糞
落
と
し
」
な
ど
の
工
夫

も
見
ら
れ
る
。


